
第１３１回 広島数理解析セミナー （２００９年度）

Hiroshima Mathematical Analysis Seminar No.131

日時 ： ６月５日（金）１６：３０～１７：３０

場所 ： 広島大学理学部 Ｂ７０７　

講師 ： 森田 善久 氏 （龍谷大学）

題目 ： ある Ginzburg-Landau モデルにおける渦糸解の分岐について

　

要旨 ： 超伝導モデルの Ginzburg-Landau (GL) 方程式において，渦糸解と呼ばれる

超伝導と常伝導の混合状態に対応する解が，外部磁場により自明解から分岐す

ることが知られているが，その詳しい分岐構造についてはあまり研究されてい

ない．この研究では，外部磁場の強さをパラメータとしたとき，帯状領域や円

環領域において多重分岐点が存在することを示し，その点の近傍での分岐構造

を明らかにする。その結果，渦糸解が自明解からの 2 重分岐で現れることが

示される．

（主結果は C.-N. Chen との共同研究論文による．）
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